
JAPAN COAST GUARD

タイトル 横須賀海上保安部からの連絡事項

令和３年３月８日

横須賀海上保安部管内の海難発生状況

令和２年のプレジャーボート海難事例

令和２年の主な海難防止啓発活動の状況
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※折線は死者･行方不明者数
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※折線は累積隻数
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小型船舶
約８０％

プレジャーボート (28) 70%

遊漁船 (4) 10%

漁船 (1) 2%

貨物船 (6) 15%

その他 (1) 3%

船種別船舶海難発生状況
令和2年【速報値】

４０隻

船舶種別 隻数（隻）

プレジャーボート ２８

遊漁船 ４

漁船 １

貨物船 ６

その他 １

合計 ４０

令和2年横須賀管内船舶海難発生状況（速報）
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海難種類別発生状況
令和２年【速報値】

バッテリー過放電 (2) 9%

機関故障
(7) 32%

機関取扱不注意
(2) 9%

推進器障害 (2) 9%

操船技能不足
(4) 18%

舵障害 (1) 4%

燃料欠乏 (2) 9%

無人漂流(海中転落) (1) 5%

有人漂流 (1) 5%

運航不能 (22)
55%

衝突 (9) 22%

乗揚 (3) 7%

転覆 (5) 13%

その他 (1) 3%

運航不能内訳
令和２年【速報値】

２２隻４０隻

令和2年横須賀管内船舶海難発生状況（速報）



JAPAN COAST GUARD

タイトル プレジャーボート海難事例

プレジャーボートC号は所有者乗船のうえ
遊漁目的で漁場向け出港、釣り場にてエ
ンジンを停止し、魚群探知機の電源を入
れた状態で釣りを開始、釣り場変更のた
めエンジンを起動しようとしたところバッテ
リーが放電しきっていることが判明し、１１
８番により救助を依頼、巡視艇によりえい
航救助された。

運航不能（バッテリー過放電）

プレジャーボートS号は所有者乗船のうえ
遊漁を行い、帰港中、エンジン回転数が
上がらなくなり、その後機関停止したこと
から１１８番通報により救助を依頼、巡視
艇によりえい航救助された。

その後の調査で燃料ポンプ不具合により
機関停止したことが判明した。

運航不能（機関故障）



JAPAN COAST GUARD

タイトル

○ 合同一斉指導取締り（逗子海岸）

○ 合同安全海浜パトロール（逗子海岸、葉山海岸等）

横須賀海上保安部及び逗子警察が連携し、水上オートバイをはじめとする動力船と遊泳者等が混在し、人身事
故の発生が懸念されることから、法令遵守、励行及びマナー向上を図るため、水上オートバイに対する指導取締
まりを実施した。
実施日：8月2日（日）
実施者：横須賀保安部、逗子警察
実施状況：水上オートバイ１０２隻(内、免許不携帯３隻、定期検査済票不掲示２隻の計５隻に警告処分)

横須賀保安部、神奈川県、葉山町及び逗子市の官民が連携し、三浦海岸、逗子海岸、一色海岸等にて遊泳者・
SUP利用者・水上オートバイ等に対し、閉鎖海水浴場の危険性を周知し安全対策の徹底を呼び掛けた。
実施日：7月11日（土）三浦海岸、逗子海岸、一色海岸

７月24日（金・祝）葉山海岸（長者ヶ崎、一色、森戸）
８月9日（日）逗子海岸、葉山海岸（長者ヶ崎、一色、森戸）

実施者：横須賀保安部、神奈川県、逗子市、逗子警察、葉山町、葉山警察等関係者

令和2年の主な海難防止啓発活動の状況


